７　嫁入り唄（なごや）
嫁入りのとき、よ
　婚礼といえば、近年旅館や神社などで挙式するのがほとんどであるが、十数年前までは自分の家で挙式する

くうたわれた「な
例が多かった。
ごや」
　こうしたとき、花嫁が家を出るときや、嫁入先の近いところでは道中に、また婿方に着いたときなどにこの「なごや」は付きもので、一種独特な婚礼気分をかもし出したものである。


　「なごや」は息の長い唄で節廻しもむつかしく、この唄をうたえる人は少ないが、婚礼前には近所のうたえる人にあらかじめ依頼しておいてうたってもらい、祝儀を出すのが普通であった。また唄や声に自信のある人は飛入りでうたう人もあった。


　このうたは、近年ますますうたえる人が少なくなり、庶民の素朴な風俗唄として、今後若い人にも受け継がれてほしいものである。
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